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紹

介
島
津
忠
夫
著
『
若
山
牧
水
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
―
近
代
短
歌
史
の
視
点

か
ら
―
』

池

田

弘

明

本
書
『
若
山
牧
水
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
―
近
代
短
歌
史
の
視
点
か
ら
―
』
は
、

『
島
津
忠
夫
著
作
集
別
巻
二
』
に
あ
た
る
。
島
津
氏
は
、
万
葉
か
ら
現
代
短

歌
ま
で
、
広
い
学
識
を
有
す
る
研
究
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
歌
人
で
も
あ
る
。

氏
は
、
本
書
に
お
い
て
、
近
代
短
歌
史
を
語
る
う
え
で
看
過
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
、
若
山
牧
水
（
一
八
八
五
〜
一
九
二
八
）
を
、
多
角
的
に
と
ら
え
て

い
る
。
本
書
の
目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

口
絵

弥
勒
祐
徳
画
「
尾
鈴
山
」（
都
農
よ
り
の
景
）
／
一

東
の
歌

人
と
西
の
歌
人
―
「
は
し
が
き
」
に
代
え
て
―
／
二

牧
水
の
祖
父
健

海
と
そ
の
出
身
地
／
三

尾
崎
楓
水
と
牧
水
／
四

創
刊
当
時
の
「
創

作
」
／
五
「
創
作
」（
第
一
期
）
の
終
刊
か
ら
「
自
然
」
へ
／
六

牧

水
と
石
川
啄
木
／
七
『
海
の
声
』『
独
り
歌
へ
る
』
と
『
別
離
』
／
八

『
路
上
』
の
世
界
／
九
『
死
か
芸
術
か
』
―
序
文
と
所
収
歌
と
―
／
十

『
み
な
か
み
』（
1
）『
み
な
か
み
』
―
そ
の
本
質
―
（
2
）
尾
鈴
山
―

坪
谷
と
都
農
、
付
美
々
津
―
／
十
一

幻
の
歌
集
『
秋
の
落
葉
』
と

『
秋
風
の
歌
』『
砂
丘
』
／
十
二

第
二
期
、
第
三
期
の
「
創
作
」
と
太

田
水
穂
／
十
三

二
つ
の
自
選
歌
集
―
『
行
人
行
歌
』
と
『
若
山
牧
水

集
』
―
／
十
四
「
渓
百
首
」
と
「
山
桜
二
十
五
首
」
／
十
五

牧
水

と
前
田
夕
暮
―
「
ア
ル
ス
名
歌
選
」
を
め
ぐ
っ
て
―
／
十
六

牧
水
の

沼
津
時
代
（
1
）
沼
津
市
若
山
牧
水
記
念
館
を
訪
ね
て
（
2
）
三
ヶ
島

葭
子
宛
若
山
喜
志
子
書
簡
（
3
）「
詩
歌
時
代
」
／
十
七

晩
年
の
牧

水
の
歌
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
／
十
八

牧
水
の
没
と
「
創
作
」
の
内
紛

／
十
九

若
山
喜
志
子
／
二
十

若
山
旅
人
著
『
明
日
に
ひ
と
筆
』
を

読
む
／
二
十
一

長
谷
川
銀
作
と
白
石
昂
（
1
）
長
谷
川
銀
作
（
2
）

「
余
情
」
の
「
若
山
牧
水
研
究
」
号
（
3
）
白
石
昂
／
索
引
／
あ
と
が
き

「
十
六
」
の
「（
1
）
沼
津
市
若
山
牧
水
記
念
館
を
訪
ね
て
」
は
本
書
の
性

質
を
端
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
章
で
は
、
著

者
が
、
沼
津
市
若
山
牧
水
記
念
館
、
若
山
牧
水
の
歌
碑
、
生
家
等
、
牧
水
に

ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
を
訪
ね
る
こ
と
か
ら
語
り
始
め
ら
れ
る
な
ど
、
本
書
で

は
、
資
料
紹
介
の
み
な
ら
ず
、
著
者
が
そ
の
資
料
に
行
き
つ
く
過
程
や
、
若

山
牧
水
ゆ
か
り
の
も
の
と
著
者
と
の
邂
逅
の
過
程
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
々

あ
り
、
四
角
張
っ
た
研
究
書
と
は
ま
た
違
っ
た
、
親
し
み
易
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
加
え
て
十
七
点
（
資
料
四
葉
、
若
山
牧
水
ゆ
か
り
の
地
や
歌
碑
が

十
三
葉
）
の
写
真
（
モ
ノ
ク
ロ
）
が
本
書
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
配
さ
れ
て
い

て
、
言
及
さ
れ
て
い
る
土
地
、
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
や
す
い
。
ま
た
、

本
文
中
、
参
照
す
べ
き
論
文
が
多
数
示
さ
れ
て
お
り
、
本
書
は
若
山
牧
水
研

究
の
手
引
書
と
し
て
の
一
面
も
併
せ
持
つ
。
索
引
に
は
、
人
名
索
引
、
書
名

索
引
、
事
項
索
引
の
三
種
類
が
あ
り
、
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
本
書
の
出
版
社
で
あ
る
和
泉
書
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、『
島
津
忠

夫
著
作
集
』
す
べ
て
の
巻
（
別
巻
含
む
）
の
紹
介
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
併

せ
て
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
三
年
十
月
五
日
、
三
三
五
頁
、
三
，
五
〇
〇
円
）

（
い
け
だ
・
ひ
ろ
あ
き

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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